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Ⅰ．サンケングループと自然の関わり 

Ⅰ－１． サンケングループの理念と生物多様性 

当社グループを取り巻く事業環境は、気候変動への対応や人権尊重など、企業に求められ

る役割の拡大とともに大きく変化しています。このような環境のもと、当社グループは、企

業の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を実現するためには、事業活動を通じた社

会課題の解決及び環境・社会・ガバナンス（ＥＳＧ）への的確な対応が不可欠であると認識

しています。この考え方のもと、サステナビリティを経営の重要課題の一つとして位置付け、

経営戦略、リスク管理及び業務執行を一体で推進しています。2020 年にはＳＤＧｓを経営

に取り込み、「本業の推進（省エネルギー・高効率化）によるＣＯ₂の削減」と「事業活動を

通じた環境負荷の低減」を重点課題（マテリアリティ）として特定しました。これに基づき、

当社の主力であるパワー半導体を通じた省エネルギー化など、事業そのものを通じて社会

課題の解決に貢献するとともに、その価値を企業の成長へと結び付けています。 

サンケングループは、サプライチェーンを含めて事業が水や鉱物等、自然資本の「自然の

恵み」に依存し、また生態系に影響を及ぼしていることを認識しています。事業の発展と自

然資本の維持を「ESG経営」を通じて着実に実施していきます。 

Ⅰ－２．サンケングループの ESG 経営 

地球環境保全への対応、人権尊重への取組み、健全な企業統治等、ビジネスを取り巻く環

境の多様な変化に対応し「社会価値の創出と経済価値の創出との調和」を図るためには、事

業活動と企業としての社会的存在価値の向上を一体化させた「ESG 経営」を着実に実施す

ることの重要性が高まっています。 

すべてのステークホルダーの皆さまから、これまで以上に「産業・経済・文化の発展に貢

献する価値ある企業」と認めていただくと共に、「社員一人ひとりが尊重され、成長を実感

できる企業」であることを社員や地域社会の方々と創っていく事が、当社グループの ESG 

経営であると考えます。 
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Ⅰ－３．自然資本に対する考え方 

当社グループは、サステナビリティ戦略において「生物多様性に対する考え方」を定めて

います。事業や生活が正常な生物多様性の上に成り立っていることを認識し、事業を通じて

生物多様性の維持管理に努めます。 

 

《生物多様性に対する考え方》 

サンケングループは、半導体を製造するために多くの水と多様な化学物質を使用してい

ます。そして、私たちの事業が自然環境に依存し、また生態系に影響を及ぼしていることを

認識しています。水資源は国や地域によって偏在し、自然環境も地域によって異なります。

事業と地域の関係を学習しながら、私たちはあらゆるステークホルダーと協働し、水や自然

の保全に継続的に取り組み、持続的な水利用と生態系の維持向上を目指します。 

 

Ⅰ－４．情報開示アプローチ 

2022 年 12月に新たな生物多様性に関する世界目標である「昆明・モントリオール生物多

様性枠組」が採択されました。2030 年までに自然の損失を止めて回復軌道に乗せる「ネイ

チャーポジティブ」の達成を目指し、23 のターゲットが策定されました。そのうちターゲ

ット 15 は、ビジネス、社会、自然が調和して存在するために、企業が生物多様性に対する

リスク、依存、インパクトを監視、評価し、透明性をもって開示を求めるものであり、TNFD

（Taskforce on Nature-related Financial Disclosures：自然関連財務情報開示タスクフォー

ス）の考え方と整合するものです。当社グループは、自然資本に関するリスク及び機会を、

事業継続性及び中長期的な企業価値に影響を与える重要な要素の一つと認識しており、

TNFD の提言に沿って、開示を進めていきます。本開示は、当社グループが従来より取り

組んできた環境負荷低減に関するマテリアリティのうち、自然資本に関連する領域をより

具体的に分析・開示するものとして位置付けています。 
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Ⅱ．一般要件 

Ⅱ－１．マテリアリティ 

当社グループは環境方針に沿って、事業の中で環境保全に努めてきました。本評価は、当

社グループが既に特定している「環境負荷の低減」等のマテリアリティのうち、特に自然資

本に関連する領域を対象として、そのリスク及び機会をより詳細に分析したものです。自然

資本への依存および事業による影響の双方が重要と考え、事業が受ける影響と事業が与え

る影響の両面を踏まえた”ダブルマテリアリティ”の考え方に基づき評価を行いました。 

 

Ⅱ－２．開示範囲 

依存や影響の重要性を判断するためスコーピングを行いました。初年度はセクター別ガ

イダンス※１において Very High（VH）と整理された項目を優先し、半導体製造事業におけ

る直接操業を評価対象としました。具体的には、当社グループ（国内４県６サイト、海外１

サイト）について、直接操業（周辺及び流域含む）を対象に評価と開示を行いました。一方

で、サプライチェーンについては、当社グループにおいて環境・人権等の観点から責任ある

対応を進めている重要な領域であり、自然資本の観点からも影響及びリスクを把握してい

く必要があると認識しています。そのため、今後はサプライチェーン上流の水リスクの確認

から始める予定です。 

※１Draft sector guidance – Technology and communications 

 

Ⅱ－３．自然関連課題のロケーション 

国内４県６サイト、海外１サイトを調査しました。全体のリスクを理解するため、各種ツ

ールを使い、操業地（流域や周辺地域を含む）のみならず、生物多様性上重要な地域や取水

口や排水地を把握評価しました。 

後述するLEAPアプローチによるリスク評価結果を簡略化して示しています（図表１参照）。 
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図表１．リスク評価結果 

 水ストレス 洪水 取水 化学物質 生物多様性 

石川 志賀、堀松 －★★★★ ★★★★ －★★★★ ★★★★ ★★★★ 

能登 －★★★★ －★★★★ －★★★★ ★★★★ ★★★★ 

山形 －★★★★ ★★★★ ★★★★ ★★★★ ★★★★ 

福島 －★★★★ －★★★★ －★★★★ ★★★★ －★★★★ 

大連 ★★★★ －★★★★ －★★★★ －★★★★ －★★★★ 

本社 －★★★★ －★★★★ －★★★★ －★★★★ －★★★★ 

リスクを 5 段階で評価 

－：リスクがない、あるいは非常に低い状態 

★：軽微なリスク 

この段階では、リスクは存在しますが、事業への影響が小さく、現時点で大きな問題を引き起こす可能性

は低いと判断。通常の業務の中で対応可能な範囲です。 

★★：中程度のリスク 

リスクの影響が一定程度あり、場合によっては業務に支障をきたす可能性があります。対応策を講じる必

要があるものの、緊急性が低く、計画的に対応することで管理可能です。 

★★★：高リスク 

相当な影響を及ぼす可能性があるリスクです。迅速な対応が求められ、リスクが現実化するとビジネスの

連続性に重大な影響を与えるおそれがあります。経営層による監視と対策が必須です。 

★★★★：直ちに対応すべきリスク 

非常に重大なリスクであり、即座に対応を行わないと重大な損害やビジネス停止が発生する可能性があり

ます。緊急対応が必要で、全社規模の対策が求められます。 

 

Ⅱ－４．他のサステナビリティ課題との統合 

気候変動と生態系は相互に影響を及ぼしています。そして気候や生態系、気候変動による

影響は地域性があります。気候変動の影響や地域性を考慮して、生物多様性への課題を評価

し取り組みます。 
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Ⅱ－５．時間軸 

当社グループは、半導体・電子応用機器製品の設計、開発、製造、販売事業を展開してお

り、水への依存が大きく、気候変動による影響を多方面に受けることが予想されます。その

ため、中長期的な視点でリスクと機会を特定し、適切な対応を経営計画に組み込むために、

Aqueduct※２やWater Risk Filter※３を使ったシナリオ分析を利用しています。シナリオ分析

や社会的な時間軸と整合性をとって、短期を中期経営計画期間、中期を 2030 年（GBF 目標

年）、長期を 2050 年（カーボンニュートラル目標年・GBF 目標年）としました。なお、こ

の時間軸は当社グループにおける気候変動対策の時間軸と同じです。 

※2 水リスクを特定及び評価するためのツール 

※3 水にかかわるリスクを調査、評価するオンラインツール 

 

Ⅱ－６．先住民、地域社会と影響を受けるステークホルダー 

当社グループは、国際連合の「ビジネスと人権に関する指導原則」「国際人権章典」並び

に国際労働機関（ILO）の「労働における基本的原則及び権利に関する ILO 宣言」「子ども

の権利とビジネス原則」をはじめとした人権に関する国際的な規範・原則を支持し、人権尊

重に取り組んでいます。2022 年 11 月に「サンケングループ人権方針」を制定したほか、

「コンダクトガイドライン」を改訂し、「国連ビジネスと人権に関する指導原則」に沿って

デューデリジェンスを行っています。そして、先住民によって居住する自然環境が維持され

ていること、あるいは開発等による環境課題が先住民や地域社会の人権課題となりうるこ

とを認識しています。 

また、人権に関わる相談窓口を設けており、これらの相談内容は応答、件数について、「サ

ンケンレポート」で報告しています。 
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Ⅲ．ガバナンス 

Ⅲ－１．TNFD に係るガバナンス体制 

TNFD 提言の「ガバナンス」項目において、生物多様性について、依存と影響及びリスク

と機会に対応するガバナンス体制の設置と開示が求められています。当社グループでは

「ESG 経営」を組織横断的に審議する「サステナビリティ委員会」がその役割を担ってい

ます。 

委員長は、「ESG 担当役員」である取締役 川嶋 勝巳が任命され、委員については、各部

門の統括部長級以上のメンバーにより構成されています。 

同委員会では、生物多様性に関するリスクと機会の特定・評価、及びリスクと機会への対

応策の検討と進捗状況の確認に関する協議・審議を行っています。委員会は、年に２回以上、

経営会議に付議・審議した議案を取締役会に報告しており、その内容は委員会及び各部会・

チームにフィードバックされ、施策に反映されています。 

なお、当社グループでは世界中の機関投資家・購買企業・イニシアチブの要請に応える目

的で CDP を通じた気候変動及び水セキュリティに対する環境活動の情報開示を行ってい

ます。 
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Ⅲ－２．サステナビリティ委員会 

 組織のサステナビリティについて答申報告する「サステナビリティ委員会」を設定してい

ます。具体的な検討は、サステナビリティ委員会の基に設置された環境部会で行いました。

環境部会は、環境に関連したマテリアリティについて、リスク評価や戦略、指標や目標を設

定し進捗管理を行っています。部会での結果は、サステナビリティ委員会で承認され、経営

会議に答申され、取締役会で確認されます（図表２参照）。 

 

図表２．ESG経営推進体制図 

※表示されている回数は 2025 年度のＥＳＧ各部会及びチーム会議の開催実績 

 

 

 

Ⅲ－３．人権尊重と地域社会とのかかわり 

Ⅱ．一般要件 ⑥「先住民、地域社会と影響を受けるステークホルダー」にて、人権

尊重と対応について説明しています。 
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Ⅳ．戦略 

当社グループは、半導体・電子応用機器製品の設計、開発、製造、販売事業を展開してお

り、水や鉱物等の自然資本の恩恵を受ける一方で、温室効果ガスの排出や化学物質の排出を

通じて影響を自然に与えている可能性があります。当社グループは、自然資本に関するリス

ク及び機会を、事業継続性及び中長期的な企業価値に影響を与える重要な要素として認識

しています。そのため、中長期的な視点で自然資本に関する依存・影響・リスク・機会を把

握し、適切な対応を経営計画や事業運営に反映することを目的として、LEAP アプローチ※4

に沿って影響評価を行っています。 

※４ Locate（発見）、Evaluate（診断）、Assess（評価）、Prepare（準備）のプロセスから構成される、自然

関連課題の特定と評価のためのアプローチ 

分析にあたっては、TNFD で推奨されるツールを利用しました。水や生物多様性は地域

性が強いこと、水は流域単位で評価することが適切なことから自治体の情報も利用し評価

しました。水リスクの中長期はWater Risk Filter等の情報を元に大まかに理解し、文献情報

で追加補強しました。なお、「要注意地域（Sensitive Locations）」における判定には、LEAP

アプローチ ガイダンスの定義を利用しました。これにより、事業活動と自然資本との関係

をより具体的に把握し、今後の管理及び情報開示につなげていきます。 

 

■リスクと機会の特定方法 

半導体事業における TNFD（セクター別ガイダンス）の参照 

 ↓ 

ロケーション特性の把握 

Key Biodiversity Area（KBA）※５、World Database on Protected Areas（WDPA）※６による

生態系の地域特性の把握 

 ↓ 

LEAP アプローチ分析の実施 

依存と影響、リスクと機会、管理指標の特定 

 ↓ 

自然資本観点での環境・社会リスク管理 

経営による自然資本に関するリスク管理の管理 

※５ 国際基準で選定された、生物多様性の保全の鍵となる重要な地域 

※６世界の陸域及び海洋保護区に関するデータベース 
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Ⅳ－１．スコーピング 

半導体産業の主要な依存と影響を評価しました。評価にセクター別ガイダンスの

「Materiality ratings」を利用し、対象を絞り込みました。本産業は、水の供給や浄化に依存

しています。化学物質を多く利用するため水質や土壌への影響が上位にくると考えました。

また、半導体製造では鉱物を利用するため、鉱物採掘での土地改変による生物多様性への影

響、水利用、廃棄物管理も重要と判断しました（図表３、４参照）。 

 

図表３．スコーピング結果 

セクター別ガイダンスの「Materiality ratings」を参考にバリューチェーン上の自社の位置を考

慮して重要な依存と影響を再配置しました。 

 

図表４．バリューチェーンにおける依存と影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 依存 影響 

Very High － － 

High － 水質・土壌汚染 

Medium 水の供給、水の浄化、水循環の維持、

洪水・暴風の緩和 

光・音による生態系の攪乱 

Low － 水使用、土地利用、固形廃棄物

の排出、GHG 以外の大気汚染 

水質・土壌汚染、水使用 

固形廃棄物 

GHG 以外の大気汚染物質 

土地利用 

光・音による生態系の攪乱 

 

水供給、浄化、水循環の維持 

洪水・暴風の緩和 

依

存 

影

響 

※図表３の依存と影響をバリューチェーンに配置 

鉱山、素材・部品メーカー 輸送、顧客による使用・廃棄等 

調達 製造 物流 使用 廃棄
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Ⅳ－２．Locate（自然との接点） 

当社グループの直接操業地及び関係する流域について、生物多様性に関して重要、あるい

は影響を受けやすい地域を確認するため、事業と自然との接点を探りました（図表５参照）。 

調査では、上水道を含めて各工場で利用されている水の取水口、排水地を調べました。ま

た、取水の集水域、排水口が河川の場合はその下流や河口沿岸の沿岸海域の状況を考慮しま

した。 

自然との接点を確認する際、KBA、WDPAを利用しました。さらに KBAやWDPA は情

報が粗いため、地域自治体が作成公開している自治体のレッドリストを参考に、生物や生息

地への影響の可能性や特定外来生物を調べました。 
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図表５． 自然との接点 

 石川 山形 福島 大連 本社 

堀松、志賀 能登 

採水地 地下水 地下水 野田シタ水源地 熊ノ穴・岳水源 碧流河及碧流河貯水地等 地下水 

集水域 火打谷等 山口防災ダム 船形山 安達太良山 長白山系千山山脈 狭山湖等 

排水地 米町川 松波川 村山野川経由最上川 調整池経由阿武隈川 下水道 下水道 

KBA 能登半島 能登半島 乱川扇状地 なし なし なし 

希少生物 

(絶滅危惧種) 

ホクリクオオサ

ンショウウオ、

イトヨ、アカウ

ミガメ 

ホクリクオオ

サンショウウ

オ 

イバラ(カクレ)トミヨ、

シナイモツゴ、キバチ、

ニホンイトヨ、ハナカジ

カ、コシノハゼガ等 

スナヤツメ、タナゴ、

ギバチ、ミナミメダ

カ、ウナギ、ホトケド

ジョウ、カジカ等 

なし なし 

自然との接点 地下水及び上水を利用し、河川に

排水。絶滅危惧種のホクリクオオ

サンショウウオが生息し生物多様

性にとって重要な地域に能登半島

の大部分が指定されている。また

事業活動が、石川県レッドリスト

に掲載される淡水魚等に影響を及

ぼす可能性がある。 

船形山を集水域とした

最上川近くの水源を利

用。生物多様性にとって

重要な地域が同市にあ

り、天然記念物の生息地

でもある。 

安達太良山麓の湧水

を利用。敷地内にある

調整池を経由して阿

武隈川に放流。レッド

リストに 40種以上の

希少動植物が登録。 

碧流河及碧流河貯水地と

英那河及英那河貯水地の

水を利用。下水に排水。生

物多様性にとって重要地

域は確認されていませ

ん。 

奥武藏を水源

とする地下水

を利用。下水に

排水。開発さ

れ、動植物が生

息するまとま

った土地が減

少。 

水ｽﾄﾚｽ 

* 

ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ 

2030 年 

2050 年 

Low – Medium  

Low – Medium 

Low – Medium 

Low – Medium  

Low – Medium 

Low – Medium 

Low – Medium  

Low – Medium 

Low – Medium 

Extremely High 

Extremely High 

Extremely High 

Medium - High 

Medium - High 

Medium - High 

＊Aqueduct Ver4 の水ストレス, High 以上を水ストレスの高い地域として判断 
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調査結果から、生物多様性上重要な地域（要注意地域①）と接点をもつ操業地は、山形サ

ンケンと石川サンケンでした（図表６－１参照）。また、水ストレスの高い地域（要注意地

域④）は、大連三墾電気が該当しました（図表６－２参照）。 

 

図表６―１．確認された要注意地域と希少生物 

要注意地域 関連希少生物 生息分布 判定基準 

山形サンケン イバラトミヨ   （絶滅危惧 IA 類） 乱川扇状地 要注意地域① 

石川サンケン ホクリクサンショウウオ（絶滅危惧 IB 類） 能登半島 要注意地域① 

 

図表６―２．確認された洪水リスクと水ストレス地域 

地域 水関連リスク ツール 判定基準 

山形サンケン、 

石川サンケン（志賀、堀松） 

洪水リスク ハザードマップ 

ポータルサイト 

被害額（気候変動移行 

リスクとの相対的比較） 

大連三墾電気 水ストレス Aqueduct, Water 

Risk Filter 

要注意地域④ 

 

要注意地域定義 

① 生物多様性にとって重要な地域 

② 生態系の十全性が高い地域 

③ 生態系の十全性が急速に低下している地域 

④ 水リスクが高い地域（高水ストレス地域：high又は Extremely high あるいは、High risk 

又は Very high risk を対象とした） 

⑤ 先住民族、地域社会とステークホルダーへの便益を含む、生態系サービスの提供にとっ

て重要な地域 

出典：Guidance on the identification and assessment of nature related issues: The LEAP approach Version 1.1 
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Ⅳ―３．Evaluate（依存と影響） 

《依存》 

各工場は、それぞれ上水道、工業用水、地下水を利用しています。各集水域を水源とする

生態系サービスに依存しています。また、河川近くに位置する工場は、流域の洪水調整機能

にも依存しています。 

 日本における関連する河川の水位、地下水の水位についても調査しましたが、大きな経年

変化はありませんでした。また、日本の操業地において、Water Risk Filter と Aqueduct を

用いた分析の結果、現時点では水供給に重大な制約は確認されていません。しかしながら、

気候変動や地域環境の変化、規制動向等により、将来的に水リスクが顕在化する可能性があ

ることから、適宜確認が必要であると認識しています。一方、大連三墾電気は中長期的にも

水ストレスが高い地域に位置しており、将来的な事業への影響に留意しつつ、水利用効率の

向上等を含めた対応を進めていく必要があると認識しています。 

 

《影響》 

▷排水による影響 

排水には、河川放流と下水道の利用があります。いずれも工場敷地内で排水処理をした後、

基準の適合を確認し、河川放流あるいは下水に排水しています。 

 

▷水質への影響 

排水を放流する河川について BOD（一部、COD）の状況を確認しました（日本のみ）。

放流する河川において、一部 BOD の高い河川があるものの、主要河川の BOD 値は経年で

低下しています。継続的な改善がみられており、適切に処理して排水しているため現時点で

重大な影響は確認されていません。 

 

▷地下水くみ上げによる影響 

一部の日本の工場で地下水をくみ上げて工業用水として利用しています。地下水の過剰

な汲み上げによって地盤沈下が懸念されますが、地下水を利用する地域において、現時点で

は顕著な影響は確認されていません。Water Risk Filter と Aqueduct による地下水を利用す

る地域の分析結果からも、中長期的な水ストレスは小さく、水セキュリティ値も小さいため、

将来的な地下水への影響は大きくないと思われます。 
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▷生態系への影響 

工場周辺に存在する生物多様性において重要な地域には、山形サンケンの乱川扇状地と

石川サンケンの能登半島がありました。山形サンケンの排水は最上川近くまで敷設された

配管を通して、村山野川に放流されます。乱川扇状地には、天然記念物のイバラ（カクレ）

トミヨが生息していますが、敷設された配管を通して、最上川近くで排水しているため、廃

水が直接影響しない配慮をしています。 

また、石川サンケンの能登工場は、ホクリクオオサンショウウオが生息する KBA内に所

在しています。また、堀松工場、志賀工場はその指定域に所在しないものの、米町川に排水

を放流しています。石川県レッドリストに掲載されるイトヨや海洋保護地に生息する可能

性のあるアカウミガメがあります。絶滅危惧種の生息地域を理解した事業活動が必要です。

なお、自治体で作成されたレッドリストに多数の動植物が掲載され、また特定外来種を指定

しており、今後は必要に応じて工場敷地内及び周辺地域における生物多様性の状況把握や

モニタリングの充実を図り、地域特性に応じた管理を進めていきます。 

 

Ⅳ－４．Assess（リスクと機会） 

Locate 及び Evaluate のプロセスにより把握した当社グループ各工場における自然資本へ

の依存及び影響、並びに生物多様性に関する国際的・地域的な動向を踏まえ、当社グループ

の事業におけるリスク及び機会の評価を行いました。リスクの程度及び中長期の見通しに

ついては、Water Risk Filter、Biodiversity Risk Filter※７及び Aqueduct 等の外部ツールの情

報を参考に分析しました（図表７参照）。 

その結果、現時点において緊急対応を要する重大なリスクは確認されていないものの、工

業団地における給水能力の制約や、水ストレスの高い地域に立地する拠点が存在すること

を踏まえ、これらを重要なリスク要因として認識しています。  

また、今後の環境変化、規制強化、地域社会からの期待の高まり等により、これらのリス

クが顕在化する可能性があると認識しており、継続的なモニタリングを通じて状況を把握

するとともに、必要に応じて管理体制の見直し及び強化を図ります。 

特に、工業団地の給水能力に上限がある拠点や、水ストレスの高い地域に立地する拠点に

ついては、中長期的な観点から優先的に対応すべき重要課題として位置付けています。 

一方で、自然資本の適切な管理や地域社会との連携の強化を通じて、水源の安定確保、生

物多様性の保全・再生への貢献、及び事業基盤の強化といった機会も存在すると認識してお

ります。これらの取組は、安定的な事業運営及び中長期的な企業価値の向上に資するものと

考えています。 

※7 生物多様性にかかわるリスクを調査、評価するオンラインツール 
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図表７．リスクと機会の評価結果 

分類 リスク・機会 施策 財務影響 期間 施設 

移行 

リスク 

政策 水供給能力の制限 水の再利用、節水 小 短期 山形 

水ストレス、取水制限 水の再利用、節水 小 中長期 大連 

評判 希少生物の減少 保護活動、排水管理 － 中長期 山形、能登 

物理 

リスク 

急性 洪水 BCP 策定 小 短期 山形、志賀 

化学物質漏洩 化学物質管理、 

緊急対応規程 

－ 短期 全工場 

機会 生態系 

の保護、

復元、 

再生 

水源の確保 集水域の森林保護、 

生態系保護、涵養 

－ 中長期 全工場 

地域生物多様性の 

維持、創出 

・工場周辺の動植物 

調査、専門家との 

希少生物調査・ 

モニタリング 

・重要生物の保護、 

復元、再生 

－ 中長期 全工場 

評価 ・生息地の創出、 

認証取得、30by30 

による国際枠組み 

との整合性 

－ 中長期 全工場 

※短期：中期経営計画期間、中期：2030 年、長期：2050 年 

※財務影響の判断理由 

・山形サンケン：工業用水道事業者の供給能力に制限がありますが、工場内での水のリユ

ース、リサイクルに既に取り組んでいます。 

・大連三墾電気：集水域の水ストレスが高く、中長期で水不足が懸念される地域です。地

域の活動あたりの水使用量は日本と比べて少なく、行政による対応が進んでいること

を確認しています。 

・山形サンケン、石川サンケン（志賀工場）：ハザードマップにより浸水リスクのある地

域に立地しています。浸水による被害想定金額から判断しました。 
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Ⅳ－５．Prepare（準備） 

① 事業全体の戦略 

《リスク対応》 

 現時点で、緊急での対応を要するリスクは確認されておらず、いずれも計画的な対応で対

処できることがわかりました。そのため、これまでの目標を踏襲し 2030 年度までの目標を

策定しました。中長期的で地域における気候変動等による影響予測は難しく、今後も留意が

必要です。また、化学物質管理は世界的に規制が強まっています。社会動向を踏まえた管理

の整備が必要です。排水や廃棄物、化学物質の管理は、ISO14001 に基づく環境マネジメン

トシステムの運用を通じて適切な管理を維持・強化していきます。今回の調査で対象としな

かったサプライチェーンについても、段階的に評価範囲を拡大していきます。 

《機会》 

 ステークホルダーと連携し地域の特性に応じた生物多様性を保全・維持向上する活動を

行います。そのため、事業と水、生態系の関係の理解を深め、活動への参加を通じて、 

社員の意識向上を図ります。 

これらの取組は、自然資本の保全に資するだけでなく、地域社会との関係強化や事業基盤の

安定化にもつながるものであり、中長期的な企業価値向上の観点からも重要であると認識

しています。 

 

② リスクと影響の管理 

サステナビリティ委員会において、リスクと機会の戦略的な取組方針が定められ、具体的

な対応策の検討が行われています。サステナビリティ委員会の下に環境(E)・社会(S)・ガバ

ナンス(G)に特化した部会を設置されており、環境(E)部会においては、環境に関するリス

クを検証・管理し、環境マネジメントシステムによる運用の中で管理・監視しています。こ

れらのリスク管理の内容はサステナビリティ委員会に報告され、そこでサステナビリティ

に関するリスクについて統合的に管理しています。 

 

③ 目標 

・2024 年度を基準年として、2030 年までに売上高原単位取水量 6%削減…ターゲット 15 

・水リスクが比較的高い、あるいは水ストレスの高い事業拠点に対して、水利用の施策を立

案する …ターゲット 15 

・化学物質を適切に管理し影響を最小限に留める …ターゲット 7 

・ステークホルダーと連携し地域の特性に応じた生物多様性に対する取組を行う    

…ターゲット 22 

・事業と水、生態系の関係の理解を深め、本業と関連した活動への参加を通じて、社員意識

を高める …ターゲット 21 
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Ⅴ．指標 

Ⅴ―１．グローバルコア指標 依存と影響 

指標番号 自然の変化要因 指標 測定指標 

 気候変動 温室効果ガス排出量 「ESG データ」参照 

C1.0 陸/淡水/海洋

利用の変化 

総空間 

フットプリント 

組織が監督権を有する監督下、管理下にあ

る面積 

本社：20 千㎡ 

石川サンケン 

（志賀工場）306 千㎡ 

（堀松工場）24千㎡ 

（能登工場）82千㎡ 

山形サンケン（大森工業団地内）65千㎡ 

福島サンケン 50千㎡ 

大連三墾電気 17千㎡ 

C1.1  陸／淡水／海洋の 

利用変化の範囲 

土地利用変化を把握していないため、今後

の検討課題です。操業地あるいは、近傍に生

物多様性上重要なサイトの操業地がありま

す。現時点では大きな影響を及ぼす可能性

は小さいと判断しています。 

C2.0 汚染/汚染除 土壌に放出された 

汚染物質の種類別 

総量 

―注１ 

 

C2.1 汚染/汚染除 廃水排出 ―注１ 

C2.1  廃棄物の発生と処理 「ESG データ」参照 

C2.3  プラスチック汚染 ―注１ 

C2.4  温室効果ガス（GHG） 

以外の大気汚染物質

総量 

―注１ 

C3.0 資源使用/ 

資源補充 

水不足の地域からの 

取水量と消費量 

大連三墾電気は水ストレスの高い地域に立

地しています。水源は図表５．参照、取水量

については「ESGデータ」参照 

C3.1  陸／海洋／淡水から

調達する高リスク天

然一次産品の量 

―注１ 
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Ⅴ―２．グローバルコア指標 リスクと機会 

指標番号 カテゴリー 指標  

C7.0 リスク 自然関連の移行リスクに対して脆弱であると評価される

資産、負債、収益及び費用の金額（合計及び合計に占める

割合）。 

―注１ 

 

C7.1 自然関連の物理的リスクに対して脆弱であると評価 

される資産、負債、収益及び費用の金額（合計及び合計に

占める割合）。 

―注１ 

 

C7.2 自然関連のマイナスのインパクトにより当該年度に発生

した多額の罰金、科料、訴訟の内容と金額。 

なし 

C7.3 機会 関連する場合には、政府または規制当局のグリーン投資 

タクソノミー、あるいは第三者機関である産業界または

NGO のタクソノミーを参照し、機会の種類別に、 

自然関連の機会に向けて展開された資本支出、資金調達 

または投資額。 

―注１ 

 

C7.4 自然に対して実証可能なプラスのインパクトをもたらす

製品及びサービスからの収益の増加とその割合、並びに 

そのインパクトについての説明。 

―注１ 

 

注 1：現時点では未対応であり、現在データ収集および指標整備を進めており、今後開示を

予定しています。 
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